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新学習指導要領の完全実施キーワード
○資質・能力の育成

○カリキュラム・マネジメント

○主体的・対話的で深い学び

どんな社会の変化にも対応できる子どもの育成

・予測困難な時代に変化を前向きに受け止める。

・自らの人生を切り拓く力の育成

Withコロナ・Postコロナであっても
積極的に実践し，成果と課題を共有したい。

○教科等横断的な視点からの教育課程の編成



なぜ「教科等横断的な視点」なのか

文部科学省初等中等教育局長通知（平成22.5.11）

これまでは，主にそれ
ぞれの教科で力の育成

これでは，これからの
時代に必要な能力が育
たないのでは。

全ての教科等が３つの
資質・能力に整理

「何ができるようにな
るか」を教科等全体で
実現する。

教科等横断的な視点
が必要



総則における「教科等横断的な視点」の表記

「教科等横断的な視点」に表記箇所１５カ所

○教科等横断的な視点で組み立てていく（４）

○「教科等横断的な学習を充実する

○教科等横断的な視点をもちつつ

○教科等横断的な視点で教育課程を編成・実施できるように

○教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

○教科等横断的な視点で教育の内容を編成する

○教科等横断的な視点で育成を目指す資質・能力を明確に

○教科等横断的な視点に立って育成

○教科等横断的な視点をもってねらいを具体化

○教科等横断的な視点からの指導のねらいの具体化



「教科等横断的な視点」で何をするのか

総則の表記から，考えると

教科等横断的な視点に立って

教育課程を編成・実施できるようにする

育成を目指す資質・能力を明確にし，

（教育の内容の編成）

（指導のねらいの具体化）

コンテンツでつなぐのではなく，
コンピテンシーで貫く



教科等横断的な視点に立って育成する資質・能力

１ 児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力
（情報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の
基盤となる資質・能力の育成

各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育
課程の編成を図る。

２ 豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を
形成することに向けた現代的な諸課題に対応して求められ
る資質・能力

教科等横断的な視点で育成していくことができるよう，
各学校の特色を生かした教育課程の編成を図るものとする。

学習指導要領総則（第１章第２の２）から

汎用的な資質・能力の育成のため
計画的かつ継続的な取組みが重要で必要



「教科等横断的な視点」とは

各教科等で育成された資質・能力

他の教科等の中で活用・発揮

教科等全体の中で質高く育成される

「資質・能力」：各教科等を横断するかたちで育成

社会の要請：現実社会で活用・発揮できる力

例）国語科で身に付けた知識・技
能が，社会科で活用・発揮

例）算数科で身に付けた統計の知
識・技能が，理科で活用・発揮

新学習指導要領では，具体的な定義はない。

思考・判断・表現力等は，教科固有のものというより，各教科等を横
断したかたちで実現できるもの。



「教科等横断的」のイメージ

学校の教育目標（長期的）

３つの柱で整理された目指す子ども像（短期的）
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各校の３つの柱で整理された目指す子ども像

（つながりは目指す子ども像から絞り込む）



各教科等の学びの過程で身に付けた考えるための技法を活用
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汎用性の高い資質・能力

考えるための技法を活用する総合的な学習の時間

順序付ける

比較する

分類する
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学校の教育目標

○学校生活全ての教育活動は，自校の教育目標の達成のためにある。
○実践グループである学年部や分掌部は，マネジメント力とともに，
３つの柱で整理された目指す子ども像を重視する。

学校の教育目標と教科等横断的な指導の評価

３つの柱で整理された目指す子ども像

学 年 校務分掌

１年 ・・・ ６年 特 総務 事務 部

教務 研修 生指 保体 班

係

学年カリキュラム

係 係 係 係 係 係 係 係

主任 学習指導 生活指導

教科等横断的な視点 目指す子ども像の明示化

各教科や総合
的な学習の時
間の達成状況

各分掌部から
の達成状況資質・能力でカリキュラムをどのようにデザインしていくか

（各学年担任・分掌部員による省察・自己評価）


